
 

昭和 64 年平成元年（1989）測量士補試験問題集 

〔ＮＯ.１〕（元年）三角測量 

問Ａ．次の文は，平面直角座標系（昭和 43 年 10 月 11 日建設省告示第 3059 号）に 

 よる三角点成果について述べたものである。正しいものはどれか。 

 １. 方向角とは，三角点を通る子午線の北から右回りに測った角度である。 

 ２. 二つの三角点間の平面距離は，球面距離より常に短い。 

 ３. 三角点の平面直角座標は，ガウスの等角投影法を用いて計算したもので 

  ある。 

 ４ 三角点の属する平面直角座標系の系番号は，行政区域に関係なく定めら 

  れている。 

 ５. 座標原点を通る子午線の,東側にある三角点の真北方向角の符号は，正で 

  ある。 

 

問Ｂ．次の文は，方向観測法による水平角観測について述べたものである。間 

 違っているものはどれか。 

 １.気泡管の調整が十分でないと，望遠鏡正反の観測値の較差は大きくなる。 

 ２.倍角差には，目盛り誤差が含まれる。 

 ３.観測差には，視準誤差が含まれる。 

 ４.観測の良否は，観測差及び倍角差から判断することができる。 

 ５.水平角の平均値は，倍角の平均値の 1/2 である。 

 

問Ｃ．表１－１は，５人の観測者（Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｅ）が一つの角を各々５回ず 

 つ観測して得た観測値の残差である。観測者をその観測値の標準偏差の小さ 

いものから順に並べたものはどれか。次の中から選べ。 

表 1-1 

  A B C D E 

1 回目の残差 +6 秒 -3 秒 0 秒 +2 秒 0 秒 

2 回目の残差 -2 秒 +3 秒 +6 秒 -5 秒 +4 秒 

3 回目の残差 -3 秒 +4 秒 -1 秒 -2 秒 -4 秒 

4 回目の残差 +1 秒 -3 秒 -6 秒 +5 秒 +3 秒 

5 回目の残差 -2 秒 -1 秒 +1 秒 0 秒 -3 秒 



 

１．Ａ→Ｂ→Ｅ→Ｃ→Ｄ     ２．Ｂ→Ｅ→Ａ→Ｃ→Ｄ 

３．Ｂ→Ｅ→Ａ→Ｄ→Ｃ     ４．Ｅ→Ｂ→Ａ→Ｄ→Ｃ 

５．Ｅ→Ｂ→Ａ→Ｃ→Ｄ 

σA²＝
1

𝑛−1
（36+4+9+1+4）＝54/5＝10.8 

σB²＝
1

𝑛−1
（9+9+16+9+1）＝44/5＝8.8 

σC²＝
1

𝑛−1
（0+36+1+36+1）＝74/5＝14.8 

σD²＝
1

𝑛−1
（4+25+4+25+0）＝58/5＝11.6 

σE²＝
1

𝑛−1
（0+16+16+9+9）＝50/5＝10 

 

問Ｄ．既知点Ａから点Ｂの標高を求めるため，図１－１のとおり点Ａ及び点Ｂ 

 において鉛直角観測を行い，ＡＢ間の斜距離を測定して，表１－２の結果を 

 得た。点Ｂの標高はいくらか。次の中から選べ。 

  ただし，既知点Ａの標高は 50.00m とし，αAを点Ａの高度角，αBを点Ｂ 

 の高度角，D をＡＢ間の斜距離，iAを点Ａの器械高（目標高），iBを点Ｂの 

 器械高（目標高）とする。 

 

１. 549.94m 

２. 549.97m 

３. 550.00m 

４. 550.03m 

５. 550.06ｍ 

 

表 1-2 

観測結果 

αA 29°59’45” 

αB -30°0’15” 

D 1,000.00ｍ 

iA 1.25m 



iB 1.31m 

 

平成元年（1989年）測量士補試験 多角測量 

 

［Ｎ０.２］（元年） 

問Ａ．次の文は，高低計算において考慮すべき球差及び気差について述べたも 

 のである。間違っているのはどれか。 

 １. 求点から既知点へ向かう片方向観測の場合，球差と気差を合わせた量の 

  符号はマイナスとなる。 

２. 気差を計算するときに用いる屈折係数は，通常は一定値としている。 

３. 両方向の鉛直角観測値を用いることにより，球差及び気差を消去するこ 

  とができる。 

４. 測点間の高低差が大きくなるほど，球差は大きくなる。 

５. 測点間の距離が長くなるほど，球差は大きくなる。 

 

問Ｂ．次の文は，多角測量における点検計算（ＸＹ座標概算）について述べた 

 ものである。間違っているものはどれか。 

 １. 点検路線は，既知点から既知点へ結合するようにする。 

 ２. 単位多角形の場合，方向角の閉合差の許容範囲は，測角数の平方根に比 

  例する。 

 ３. 水平位置の計算には，球面距離を使用する。 

 ４. 水平位置の計算には，方向角を使用する。 

 ５.方向角又は水平位置の閉合差が許容範囲を超える場合には，再測を行う 

 

 

問Ｃ．光波測距儀を用いて行う距離測定における気象補正の量は気温が１°Ｃ 

 上がるとどのように変化するか。次の中から選べ。ただし，D は測定距離と 

 する。 

 1. 10⁻⁴×D 増加する。    2. 10⁻⁵×D 減少する。 

 3. 10⁻⁵×D 増加する。    4. 10⁻⁶×D 減少する。 

 5. 10⁻⁶×D 増加する。 

（解答） 

 

問Ｄ．既知点Ａから出発し点Ｂ及び点Ｃを経由する多角測量を計画したところ，ＡＢ間に視



通上の障害があったため，図２－１のとおり点Ｂに偏心点 B’を 

設けて観測を実施し，表２－１の観測結果を得た。 ＢＣ間の距離はいくらか。 

次の中から選べ。 

１. 1,000.50m   ２. 1,000.71m   ３. 1,000.86m 

４. 1,001.00m   ５. 1,001.73ｍ 

 

表 2-1 

e 2.00ｍ 

φ 150°0’0” 

β 270°0’0” 

S 1,000.00ｍ 

 

平成元年（1989年）測量士補試験 水準測量 

 

〔Ｎ０. ３〕（元年） 

問Ａ．次の文は，１級水準測量について述べたものである。間違っているもの 

 はどれか。 

 １.レベルは，水準点から次の水準点までの間に偶数回整置する。 

 ２.気泡合致式レベルには，レベル覆いや洋傘などを用いて直射日光が当た 

  らないようにする。 

 ３.往観測の出発点に立てる標尺と，復観測で同じ点に立てる標尺は，同一 

  のものとする。 

 ４.標尺補正のための温度測定は，水準点及び固定点ごとに実施する。 

 ５.再測した場合は，符号を変えて再測値を採用してはならない。 

 

問Ｂ．次の文は，水準測量における誤差について述べたものである。レベルか 

 ら前視標尺までと後視標尺までとの距離を等しくすることにより小さくする 

 ことのできる誤差はどれか。 

 １.標尺付属の円形気泡管の点検調整か十分でないために生じる誤差 



 ２.標尺の底面が摩耗したために生じる誤差 

 ３.標尺が沈下したために生じる誤差 

 ４.標尺の目盛りが正しく刻まれていないために生じる誤差 

 ５.視準線の点検調整が十分でないために生じる誤差 

問Ｃ.  水準測量における往復観測値の較差の許容範囲を，観測距離が２ｋｍで 

 14mm とすると，観測距離８ｋｍでの許容範囲はいくらか。次の中から選べ。 

 

1. 25ｍｍ 2. 28ｍｍ 3. 31ｍｍ 

4. 34ｍｍ 5. 37ｍｍ 

 

問Ｄ．水準点Ａ，Ｂから三角点Ｈの標高を求めるため，水準測量を行って表３ 

 －１の観測値を得た。三角点Ｈの標高の最確値はいくらか。次の中から選べ。 

  ただし，点Ａの標高は 7.165m，点Ｂの標高は 8.442m とし，各点間の距離 

はすべて等しいものとする。 

１. 6.956m 

２. 6.960m 

３. 6.964m 

４. 6.966m 

５. 6.972ｍ 

表 3-1 

 

平成元年（1989 年）測量士補試験 地形測量 

〔Ｎ０.４〕（元年） 

問Ａ．次の文は，アリダードが備えていなければならない条件を述べたもので 

ある。間違っているものはどれか。 

１. 基準線は，水準器軸に平行であること。 

測点 後視 前視

水準点A

水準点B

4
1.622ｍ 1.754ｍ

2.213ｍ 1.805ｍ

三角点H
1.507ｍ 2.838ｍ

3
2.719ｍ 1.507ｍ

1

2.336ｍ 2.309ｍ

2
2.512ｍ 1.407ｍ



２. 視準面は，定規の底面に直交すること。 

３. 両視準板は，ともに定規の底面に直交すること。 

４. 水準器軸は，定規の底面に平行であること。 

５. 基準線は，定規の底面に直交すること。 

 

問Ｂ. 標高が 20.3m の基準点Ａに平板を標定し，点Ｂに垂直に立てたポールの 

 上下目標板をアリダードで視準して，それぞれ+18.0，＋13.0 の分画読定値 

 を得た。点Ｂの標高はいくらか。次の中から選べ。 

 ただし，器械高は 1.2m，点Ｂに立てたポールの上方目標板までの高さは 

3.5ｍ、上下目標板の間隔は 2.0m とする。 

 

１. 15.4m 

２. 20.8m 

３. 24.4m 

４. 25.2m 

５. 29.8ｍ 

 

問Ｃ．縮尺 1/500 の地形図作成のための平板測量において，基準点Ａに平板を 

 標定し，水平距離と方向線から点Ｂの水平位置を求めた。このとき方向に 20 

 分の誤差があったとすれば，点Ｂの図上でのずれの量はいくらか。次の中か 

 ら選べ。 

  ただし，ＡＢ間の水平距離は 17m，ρ″＝3,400 とする。 

 １. 0.1mm 

 ２. 0.2mm 

 ３. 0.3mm 

 ４. 0.4mm 

 ５. 0.5ｍｍ 

 

問Ｄ．次の文は，交会法による平板測量において，示誤三角形が生じる主な原 

 因について述べたものである。間違っているものはどれか。 

 １.基準点を図紙上に展開したときの位置のずれ 

 ２.平板上の展開点と地上の基準点との不一致 

 ３.整置の操作の誤りによる平板の傾き 

４.方向線を描画したときの方向のずれ 

５.分画を読定したときの読定値の誤り 

 



平成元年（1989 年）測量士補試験 写真測量 

〔Ｎｏ. ５〕（元年） 

問Ａ．画面距離 15cm，画面の大きさ 23cm×23cm の航空カメラを用いて，海面 

 からの高度 5,000m，オーバーラップ 60％で標高 500m の平たんな土地の鉛 

 直写真を撮影したときの撮影基線長はいくらか。最も近いものを次の中から 

 選べ。 

 １. 2.8km     ２. 3.1km     ３. 4.1km     ４. 6.9km 

 ５. 7.7kｍ 

 

問Ｂ．平たんな土地を撮影した縮尺 1/20,000 の鉛直写直上に，長さ４ｍｍで写 

 っている高塔の高さはいくらか。次の中から選べ。 

  ただし，鉛直点から高塔先端までの写真上の距離は 75mm，航空カメラの 

 画面距離は 15cm とする。 

 １. 110m   ２. 120m   ３. 145m   ４. 160m 

 ５. 170ｍ 

 

問Ｃ．図５－１は，空中写真測量の図化の工程において，相互標定がほぼ終わ 

 った平たんな土地のモデルの残存縦視差を示したものである。縦視差を消去 

 するために動かす標定要素の正しい組合せはどれか。次の中から選べ。 

 ただし，添字１は左投射器，添 

字２は右投射器を示す。 

１. κ1 とκ2 

２. φ1 とκ2 

３. κ1 とφ2 

４. φ1 とω2 

５. φ2 とω2 

 

 

 

問Ｄ．図５－２は，空中写真測量用に撮影された２枚の 

 空中写真のうちの１枚を示したものであり，Ａ，Ｂ， 

 Ｃ，Ｄは，この写真に写っている地上の４点の位置を 

 表している。同じ４点が写っている他の１枚の写真と 

 してありうるものはどれか。次の中から選べ。 

 

 



  ただし，２枚の空中写真は，等高度から撮影した鉛 

直写真であり，４点の標高値には，Ａ＝Ｃ＞Ｂ＝Ｄの関係があるものとする。 

 

 

平成元年（1989 年）測量士補試験 地図編集 

 

〔Ｎ０.６〕（元年） 

問Ａ．表６－１に示すＡ～Ｅの文の中に，ユニバーサル横メルカトル（ＵＴＭ） 

 図法について述べたものが３つある。その組合せを次の中から選べ。 

 １．Ａ，Ｂ，Ｄ 

 ２．Ａ，Ｂ，Ｅ 

 ３．Ｂ，Ｃ，Ｄ 

 ４．Ｂ，Ｃ，Ｅ 

 ５．Ｃ，Ｄ，Ｅ 

A 中央経線からそれと直交する方向に約 90km 離れた点の縮尺係数は，1.0000 で 

ある。 

B 中央経線上の縮尺係数は，0.9996 である。 

C 経度帯の番号は，西経 180 度の経線を基準にして東回りにつけられている。 

D 各座標系における原点の座標値は，X＝0.000m，y＝0.000m である。 

E この図法は，横円筒図法に正角（等角）条件を取り入れた図法である。 

 

問Ｂ．次の文は，一般図を編集するときの原則について述べたものである。正 

 しいものはどれか。 

 １.基図の縮尺は，作成する地図の縮尺より大きく，かつ，作成する地図の 



  縮尺に近いこと。 

 ２.描画の順序は，基準点，植生，水部，地物，等高線の順である。 

 ３.図郭線は，地物の編集後に展開する。 

 ４.編集する場合，転位は行うが，総合描示や取捨選択は行わない。 

 ５.有形線と無形線が近接又は重複する場合は，無形線を優先して表示する。 

 

問Ｃ．図６－１は，国土地理院発行の 1/25,000 地形図の一部を改変したもので 

 ある。この地形図を読図することにより次の結果を得た。間違っているもの 

 はどれか。 

 １．Ａ城の北側には，裁判所及び消防署がある。 

 ２. JR 駅の東方約 1.5km の地点に，599m の標石のない標高点がある。 

３．Ａ城の南側にある 599.8m の三角点は，建物の屋上にある。 

４. 女鳥羽川の流水方向を示す記号のすぐ下流の橋を渡り国道を横断すると 

  堀に出る。それを渡った左手に市役所がある。 

５. JR 駅前の道路を約１ｋｍ北に進み，左折すると高等学校がある。その隣 

  りには測候所がある。 

 

 

 

問Ｄ．図６－１の上で，経度差 45 秒，緯度差 30 秒の経緯線で囲まれる四辺形の 

 面積はいくらか。最も近いものを次の中から選べ。 

 １. 1km² 



 ２. 2km² 

 ３. 3km² 

 ４. 4km² 

 ５. 5kｍ² 

平成元年（1989 年）測量士補試験 応用測量 

〔Ｎ０. 7〕（元年） 

問Ａ．次の文は，道路を新設するための仮Ｂ．Ｍ,設置測量及び縦断測量につい 

 て述べたものである。正しいものはどれか。 

 １.仮Ｂ.Ｍ．設置測量は，結合多角方式で行う。 

 ２.仮Ｂ.Ｍ.は，傾斜の変換点及び道路構造物の起点並びに終点に設置する。 

 ３.縦断面図の高さを表す縦の縮尺は，距離を表す横の縮尺の 5～10 倍とす 

  る。 

 ４.縦断面図は，用紙の右側を始点にして描く。 

 ５.縦断測量の標高の成果は，仮Ｂ.Ｍ.測量の基準（与点）として用いられ 

  る。 

 

問Ｂ．図７－１に示すとおり，Ａを始点（Ｂ．Ｃ．），Ｂを終点（Ｅ．Ｃ．），Ｃを 

 曲線の中点（Ｓ．Ｐ.），Ｄを交点（Ｉ．Ｐ．）とする単曲線を設置することと 

 した。この単曲線の半径はいくらか。最も近いものを次の中から選べ。 

  ただし，ＤＣ＝１２ｍ，交角 I＝60 度とし、√3＝1.732 とする。 

１. 41ｍ 

２. 53ｍ 

３. 65ｍ 

４. 78ｍ 

５. 89ｍ 

 

 



問Ｃ．次の文は，うきを用いる流速測定について述べたものである。間違って 

 いるものはどれか。 

 １. 流速測定区間は 30m 以上とし，河川幅より長くする。 

 ２. 両岸に近い箇所で測定する場合は，うきの投下間隔を河川中央部で測定 

  する場合より広くする。 

 ３. 投下の影響によるうきの上下運動がなくなる地点に，上流見通し線を設 

  ける。 

 ４. 棒うきは，表面うきより測定時に風の影響を受けにくい。 

 ５. 二重うきは，平均流速を測定するために用いる。 

 

問Ｄ．図７－２は，ダム計画の平面図を，表７－１は，図７－２の各等高線に 

 囲まれた部分の面積の測定結果を示したものである。このダムの最高水位を 

 標高 200 m とし，標高 150 m 以下を死水とすれば，有効貯水量はいくらか。 

 次の中から選べ。 

  ただし，有効貯水量の計算は，両端面平均法によるものとする。 

1. 121,750ｍ³ 2. 125,500ｍ³ 

3. 169,000ｍ³ 4. 200,500ｍ³ 

5. 251,000ｍ³ 

表 7-1 

各等高線に囲まれた面積 

等高線 面積 等高線 面積 

150ｍ 100ｍ² 180ｍ 5,000ｍ² 

160ｍ 500ｍ² 190ｍ 7,500ｍ² 

170ｍ 2,000ｍ² 200ｍ 10,000ｍ² 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


